
薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業　第１９回報告書

事例から学ぶ
医薬品の販売に関する事例
＜不適切な販売を回避した事例＞

■事例の内容
５０歳代男性が、リアップＸ５プラスローションを購入したいと来局した。現在服用
している薬剤を確認すると、内科から処方されたメルカゾール錠５ｍｇを服用してい
ることがわかった。甲状腺機能亢進症の人が使用する場合は医師へ相談してからのほ
うが良いと考え、内科医にリアップＸ５プラスローションの使用について確認するよ
う伝え、今回は販売を見送った。

■背景・要因
皮膚科医からの勧めであったが、リアップＸ５プラスローションのセルフチェック
シートに従い確認した結果、内科医の判断を確認した後に販売することとした。

■薬局が考えた改善策
第一類医薬品を販売する際は、今後も必ずフローチャート等を確認してから販売を行
う。

■その他の情報
リアップＸ５プラスローション（第一類医薬品）の説明書（一部抜粋）
【使用上の注意】
　相談すること
１．次の人は使用前に医師又は薬剤師に相談してください。
　７　次の診断を受けている人。
　　　甲状腺機能障害（甲状腺機能低下症、甲状腺機能亢進症）。
　　　甲状腺疾患による脱毛の可能性があります。

➡この他にも事例が報告されています。

◆	来局者は鼻炎の治療薬を希望していた。症状を聞いて登録販売者がストナリニＳ(第二
類医薬品)を勧めたが、その後よく話を聞いてみると医療用医薬品を服用していること
がわかった。引き継いだ薬剤師が詳細を確認したところ、来局者は眼科を受診し、緑内
障の点眼薬を使用していた。閉塞隅角緑内障なのか開放隅角緑内障なのか詳細が不明で
あったため、クロルフェニラミンマレイン酸塩を含有するストナリニＳの販売を中止し、
アレグラＦＸ(第二類医薬品）を勧めた。



◆	市販の風邪薬である「神農ラベリン顆粒Ｋ」（アセトアミノフェン含有）の購入を希望
された。薬局で保管している薬剤服用歴を確認したところ、トラムセット配合錠を服用
中であることがわかった。トラムセット配合錠の添付文書には、トラマドールまたはア
セトアミノフェンを含む他の薬剤（一般用医薬品を含む）との併用により、過量投与に
至るおそれがあることから、これらの薬剤との併用を避けることと記載がある。販売を
中止し、医療機関を受診して医師に服用している薬剤を伝えたうえで相談するよう説明
した。

◆	最近物忘れが気になると、イチョウ葉エキスの購入を希望された。当薬局で院外処方箋
による薬剤の交付を行っている患者であったため、薬剤服用歴や既往歴について確認し、
販売することにした。念のため、併用してはいけない薬剤名を、例を挙げ具体的に伝え
たところ、他の病院の処方にてワーファリン錠５ｍｇを服用していることがわかったた
め販売を中止した。患者がお薬手帳を分けていたため、併用薬の確認が十分でなかった。

ポイント

●	一般用医薬品を販売する際は、ＬＱＱＴＳＦＡに基づいて臨床判断を行ったうえで、
適正な販売を行うことや、場合によっては受診勧奨を行うことが求められる。

●	特に要指導医薬品や第一類医薬品については、医療用医薬品と同等の注意が必要であ
る。使用者による指名買いの場合でも、現在の疾患や服用している医療用医薬品につ
いて確認を行い、医薬品の販売が適正であるか判断する必要がある。

●	販売した医薬品を使用している間に他の症状が生じることも想定し、販売時には、使
用中の症状の変化やその対応、副作用等の注意事項について十分に説明することが重
要である。

〈参考〉 
ＬＱＱＴＳＦＡ

L（Location）：部位（どこが）
Q（Quality）：性状（どのように）
Q（Quantity）：程度（どのくらい）
T（Timing）：時間と経過（いつごろ、いつから）
S（Setting）:状況（どんなときに、きっかけは）
F（Factor）：寛解・増悪因子（ひどくなったり、軽くなったり）
A（Associated manifestation/Accompanying symptoms）：随伴症状（その他症状は）
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